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システム導入の背景
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損傷箇所を手書きでメモ

L=1.3m
W=0.3mm

L=1.7m
W=0.25mm

0.1m×0.2m

0.2m×0.2m

目視点検

■損傷箇所等のメモは手書き、写真整理も手動
■損傷程度の評価基準は定性的で、バラつきやすい

【外業】

【内業】

どこの写真
だったかな…

① ②

③

④

６２％
[10m以下]

2,658 橋

1,228
橋

407橋

9％
[50m超]

29％
県管理橋梁

全4,293橋

(2024.3時点)

■山口県の管理する道路橋は、

約6割 が 橋長10ｍ以下の小規模橋梁

山口県管理橋梁 現在の点検状況

課題① 調書の作成や診断に、膨大な時間や手間を要している

課題② 診断精度にバラつきが生じやすい

（参考：県および県内市町の管理橋では、約８割）



システムの概要
① ３Ｄスキャン等による損傷箇所の把握

・タブレットを活用し、３Ｄスキャン等により損傷位置や橋梁全体の状況を把握

AIによる画像解析

a

c

② ＡＩによる健全性等の診断

・写真画像を解析し、損傷評価や健全性を診断

③ 調書の自動作成
・①②のシステムと連携し、調書を自動作成

健全度Ⅱ

点検効率の向上

点検効率の向上 診断精度の向上
2

クラウドサーバー
連携



機能① ３Ｄスキャン等による損傷箇所の把握
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システム活用

従来点検

■現在の損傷箇所図は２次元情報なので、

損傷の位置が分かりづらい

■局所的な損傷写真では橋梁全体の

損傷状況や規模等の把握が難しい

【課題】
⑤

損傷の位置や周辺状況を
容易に確認できる

⚫ ３Dスキャンアプリ（タブレットの汎用3D-RiDARアプリ）で生成した３Dモデルを、

損傷箇所図として利用 → 写真と３Dモデルがリンク

⚫ 損傷写真には写っていない周辺状況も、大まかには確認可能



機能② ＡＩによる健全性等の診断
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システム活用

従来点検

損傷程度の評価や健全性の診断は、

基準が定性的であるため、バラつきが生じやすい

【課題】

診断精度の
向上

⚫ コンクリート上下部工の剥離・うき・鉄筋露出、

ひびわれに特化したAIを独自開発

技術者の評価 ｃ１

ＡＩの評価 ｃ１

技術者の評価 ｃ２

ＡＩの評価 ｃ２



機能③ 点検調書の自動作成
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技術者評価：c2
評価AI：c2

従来点検

現場でメモした損傷等の情報（手書きメモ）や

損傷画像を点検調書としてデータ化する作業に

最も時間を要している

【課題】

システム活用

総作業時間の

約２割 削減

⚫ 損傷等の情報はタブレット入力

⚫ 損傷画像もタブレットで撮影

⚫ 点検調書は自動作成される


